
  
 

 

 

 

 

 ナノテクノロジーによるゴムの老化防止 
 

■ 研究概要 

ナノ材料である、水酸化フラーレンはラジカル補足剤としての応用が期待

されていますが、図１のように容易に凝集構造を形成します。ＣＥＲＩでは独

自の方法を用いて水酸化フラーレンをゴム中に微分散させることで、老化防

止を達成しました。 

■ ウエットプロセス法による成型工程 

水酸化フラーレンを NaOH で溶解し、ゴムラテックスと液/液で混合

し、加硫剤を加え、ゴムシート試料を作製しました。 

■ 成果 

通常のロール混合法では、図 2 のように水酸化フラーレンの凝集粒子

が存在し、老化防止効果は認められませんが、ウエットプロセス法は水

酸化フラーレンが微分散し、老化防止効果が認められました。 

図 1 水酸化ﾌﾗｰﾚﾝの粉末 
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図 2 試料表面の外観 


